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What a year it’ s been!

First there was a worldwide pandemic, then there were a vari-
ety of problems resulting from the pandemic including a global 
recession, a reckoning around race and the impact of Covid -19 
on disadvantaged populations, including a renewed focus on 
health equity.  Here, in the western United States, we added his-
toric wildfires to our list of crises. 

Of these many crises, the Covid-19, pandemic has overshadowed 
all. There have been many victims of the pandemic in almost ev-
ery country in the world. There is no doubt that some countries 
have handled it better than others, including Japan. Unfortunate-
ly, my country, the United States, was the worst in our ability 
to control this lethal virus, contributing 20% of the world’ s total 
cases and deaths. 

As a result of the pandemic, all travel related to the ISS/SIC 
has been cancelled. We have had several executive committee 
meetings through a Zoom platform which has worked out very 
well for communication, with the exception of time zone issues. 
For East Asia and the western part of the US, we find ourselves 
in conference very early in the morning and very late at night.   
This seems a reasonable trade off, as it improves safety and 
saves lots of money and time spent in international travel. 

After a great deal of discussion at our last executive committee 
conference call, in discussion with our Congress hosts in Kuala 
Lumpur, we have reluctantly made the decision to postpone the 
World Congress of Surgery for one year. Instead of meeting at 
the end of August in 2021, the World Congress of Surgery in 
Malaysia will occur in the same timeframe in 2022.

This decision was made as a result of great concern that there 
would be uncertainty about global availability of an effective 
vaccine, travel restrictions, and general fear for meeting attend-
ees. When all these uncertainties were added up and wrapped 
together, it was felt prudent by our Congress organizers and 
our leadership to postpone the Congress rather than take risks 

with the safety of the participants or the likelihood that atten-
dance would be low.

We are grateful for the participation of the Japanese chapter of 
the ISS/SIC. Our Japanese colleagues are frequently the larg-
est group to attend a World Congress, and we look forward to 
joining with you in 2022.   Without a world congress in Malaysia 
next August, what will we do in 2021?

Many of our integrated societies have demonstrated a great deal 
of innovation in putting program content up online, including 
virtual congresses, seminars, tumor boards, roundtable discus-
sions, and a variety of other types of learning activities. I’ ve 
participated in several virtual congresses. It is remarkable how 
effective they are in sharing images and dialogue.

In the next year please look for programs from the IAES (en-
docrine) the ISDS (GI surgery) and IATSIC (trauma, ICU, and 
acute care surgery).  Our other integrated societies and the ISS/
SIC as a whole will also be sponsoring virtual content for our 
members.   While we are very disappointed that we will not be 
meeting in person in 2021, the opportunity for enhanced video 
learning should push the ISS in new directions. Hang on!

In closing, I would like to wish all my Japanese colleagues a 
wonderful holiday season.  My wife Laura and I were with many 
of you in Yokohama at the JSES meeting a year ago.  While it 
seems almost a lifetime ago, given the pandemic, I remember 
well what a lovely Congress that was, and a great opportuni-
ty for me to get back together with so many of my Japanese 
friends. I trust you will be careful, stay healthy, and continue to 
support the Japanese chapter of the ISS/SIC and the integrated 
societies.   Kanpai!

John G Hunter 
MD FACS FRCS Edin(hon)

President, ISS/SIC
Portland, Oregon, USA

WELCOME MESSAGE
49th World Congress of the 
International Society of Surgery

President, ISS/SIC

John G Hunter 

クアラルンプール　ペトロナス・ツインタワー
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万国外科学会の思い出

静岡県立静岡がんセンター　
副院長　胃外科

寺島　雅典

　この度、万国外科学会の思い出を寄稿して欲しいと依頼されましたので、
いろいろと昔の事を思い出してみました。私が初めて万国外科学会に参加
したのは 1987 年のシドニーでの学会でした。先輩から突然万国外科学会に
行くぞと言われて、万国びっくりショーみたいな変な名前の学会だなと思
いつつもなんとか演題を出して、オーストラリアに行きました。なんとか
口演演題に採択して頂きましたが、発表はなんとかなったものの、英語力
が乏しいためディスカッションはボロボロでした。座長の先生が昼にワイ
ンを飲んでいたのか真っ赤な顔をしていましたが、その酔っ払いに小馬鹿
にされたのが非常に悔しい思い出として残っております。この経験が、そ
の後少しばかりは英語で発表、討論できるようになりたいというモチベー
ションに繋がったのかもしれません。当時は国際学会というと 1 週間以上
のお休みを頂けて、学会の後には観光してくるというのが定番でした。多
分に漏れず、先輩が手配してくれたツアーにご一緒させて頂いて、シドニー
からニュージーランドに渡り、クライストチャーチ、ロトルア、オークラ
ンドを回って帰ってきました。外科医に休みなど無い時代でしたので、貴
重な休暇だったのと、シドニーやニュージーランドの綺麗な景色に魅了さ
れて、学会のいやな思い出が癒やされたのを今でも覚えております。その
後も万国外科学会には、1989 年のトロント、1993 年の香港に参加させて頂

きました。その後暫くはお休みしておりましたが、2010 年に国立がん研究
セ ン タ ー の 片 井 先 生 か ら World Journal of Surgery (WJS) の Editorial 
Board にご推薦頂いたのを機に、ISS/SIC に入会させて頂きなるべく学会
にも参加するようにしておりました。学会では必ず Editorial Board 
Meeting と Dinner がありますので、世界中の高名な Board Member と会
食できるのは一つの楽しみになっております。写真は 2017 年にスイスの
バーゼルで開催された WCS の際の Editorial Board Member Dinner の様
子です。この年に Editor in Chief (EIC) の交代があり、右が旧 EIC の Prof. 
John Hunter で、左が新 EIC の Prof. Julie A. Sosa です。Prof. Hunter は
2004 年から WJS の EIC を務められておりました。私が初めてお会いした
のは 2011 年の横浜の会でしたが、とても気さくであると同時に見識が深く、
強いリーダーシップを持った先生でした。2021 年のクアラルンプールでの
学会は残念ながら 2022 年に延期になりましたが、Prof. Hunter が会長を務
められるので、是非参加したいと思っております。
　万国外科学会は若手の登竜門としてはまさにうってつけの学会だと思い
ます。今は学会の後に観光はできませんが、学会とその後の会食だけでも
十分に異国情緒を楽しめますので、是非多くの若手の先生のご参加を期待
したいと思います。

国際内分泌外科学会 (IAES)
からの報告
医療法人　神甲会　隈病院　院長　
President,	IAES

宮内　昭  

　国際内分泌外科学会 International Association of Endocrine Surgeons 
(IAES) は 1979 年に創設された歴史のある専門的な内分泌外科医の学会で
あり、万国外科学会 (ISS/SIC) を構成する主要な学会の一つです。この学
会をお手本として、東京女子医科大学内分泌外科の故藤本吉秀教授の発案
で、1988 年にアジアオセアニア地区を対象としてアジア内分泌外科学会が、
1989 年には日本内分泌外科学会が創設されました。これらは IAES の姉妹
学会であると言えます。第 17 回アジア内分泌外科学会は本年 3 月 5 日〜 7
日にオーストラリア、メルボルンで President Julie Miller の元で開催され
ました。この頃から新型コロナウイルス感染症 (COVID-19) が中国武漢から
各国に広がり始め、感染が早く広がり始めたアジアの国々からは多くの参
加予定者が出席できませんでした。しかし、主要な講演は、Web での live
発信も行なわれ、学会そのものは盛会であり無事に終わりました。宮内は
2 期 8 年間務めた Chairman をマレーシアの Hisham 教授に譲り、次期
President は東京女子医科大学の岡本教授となりました（写真 1）。Hisham
教授（写真 2）は 2021 年にクアラルンプールで開催される予定の 49th 
World Congress of Surgery の Local Organizing Committee の chief であ
り、誠に好ましい人選でした。ところが、この学会以降に COVID-19 が急
速に世界的に広がり、国内外の多くの学会が中止、延期、もしくは Web 開
催となりました。
　このような状況を受け、IAES は 7 月 30 日に Web Council Meeting を開
き、参加者の安全を考えると WCS 2021-Kuala Lumpur に身体的に参加す
ることは困難である、予定どおりの開催であれば Web でのみの参加となる
と ISS Office に伝えることになりました。その後も COVID-19 は世界的に
は収まる傾向がなく、ISS Office は WCS の開催を 1 年延期することを決定

いたしました。
　IAES では以前から Secretary Treasurer Pasieka 教授と UCSF の Duh
教授（写真 2,3）を中心とする有志が若手の内分泌外科を志す医師を対象に
世界各地で IAES Postgraduate Course を開催してきました。今年は 5 月
に第 19 回の講習会がシンガポールで開催される予定でしたが、やはりコロ
ナ感染症のため延期となり、結局、11 月 21 日〜 22 日に Web での開催と
なりました。2 日間で 24 のトピックスの講演と 4 つの興味ある症例のセッ
ションが計画されています。この卒後研修コースの詳細は近日中に IAES
や日本内分泌外科学会のホームページなどで公開されるでしょう。今回は、
シンガポールを発信元として、アジアの先生達を念頭に準備しているので、
講演時刻については日本との時差はわずか 1 時間です。内分泌外科に興味
がある先生達の積極的な参加を期待しています。

写真３　�IAES�Secretary�Treasurer�Pasieka
教授と。　

写真２　�左端がHisham教授、
右端がDuh教授

写真１　�左から次期 President 岡本教
授の代理としてメダルと簱を受
け取る日本医大の杉谷教授、新
Chairman�Hisham教授の代理
としてメダルと受け取る Imi�
Sairi 教 授、President�Miller
教授、Chairman を終えた宮内。
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ご案内
年 月 日 日 － 月 日 木 の 日間、マレーシアのクアラルンプールにおきまして、

が開催されます。日本の皆様の多数のご参加を心よ
りお待ち申し上げます。
※ 年に開催予定でしたが、新型コロナウイルス感染症拡大の影響に伴い延期が決定いたしまし
た。
～クアラルンプール～
地元では「 （ケーエル）」の愛称で親しまれる首都・クアラルンプール。
旧クアラルンプール駅を中心に広がる英国統治時代の美しい建築物とペトロナスツインタワーをはじめと
する近代建築と自然が見事に調和された美しい都市です。市内は交通機関が充実しており、主な観
光スポットへは公共交通機関でアクセスが可能です。

主な日程 予定 学術集会 月 日～ 月 日
月 日 日 オープニングセレモニー・レセプション

日本人参加者懇親会
月 日 月 紹介

（全体懇親会）
月 日 火 各学会夕食会
月 日 水 総会

演題登録締め切り 年 月 日（金）
日本支部のウエブサイトにも随時情報を掲載します。

International Surgical Week (ISW) 2022 
2022年 8月 28日 -9月 1日 Kuala Lumpur 

Switzerland 
 

 

Yokohama Award
名程度 一人当たり 万円

日本支部は、日本からの若手外科医の の参加を支援しています。
応募条件は、応募時点に 歳以下の日本人外科医で、① クアラルンプールに

の演題を提出、かつ② 日本支部会員からの推薦があること、です。

詳細は日本支部のウエブサイトを参照ください
 

ISDS Vice President を拝命して

東京医科歯科大学大学院
肝胆膵外科学分野　教授
Vice	President,	ISDS

田邉　稔

　私が WCS/ISW に初めて参加したのは 2011 年、渡邊昌彦先生が LOC
会長として主催された ISW 2011 YOKOHAMA でした。同年３月、未曾
有の震災と津波被害に見舞われ、開催そのものが危ぶまれましたが、渡邊
LOC 会長や組織員会の皆様の大変なご努力により不死鳥のごとく見事に
復活し、大変充実し華やかな会が開催されました。私は一参加者として、
日本の存在感が世界に向けて強く示されたことを誇りに思うとともに、主
催された皆様の大変なご努力に敬服したことを覚えております。その後時
を経て 2017 年、今野弘之先生が ISDS 会長にご就任され、ポーランド・
クラクフにおいて次期 WCS2019 を主催することになりました。同時に、
北島先生のご推薦により私が Councilor としてご指名をいただき、会の運
営に関わることになりました。それまでは一参加者として “お上りさん”
的に会を楽しんできたのでやや不安でしたが、北島先生から「国際経験を
積みなさい、何事も経験だ」とのお言葉をいただき、有り難くお引き受け
した次第です。
　学会役員として参加したクラクフの WCS2019 は、これまでと一味違う
大変中身の濃いものでした。President Elect の Fichera 先生を中心に、事
前にセッションの構成を考え、大会期間中は発表や司会ばかりでなく、関
係する皆様と食事や会話を楽しむ機会が連日のようにあり、学術的にも社
会的にも多くの経験を積むことができました。このような機会を与えてく
ださった北島先生が WCS2019 の前に急逝されたことは、私にとって痛恨
の極みでありました。大会期間中、壇上の各国の関係者から「偉大なリー

ダーを失った悲しみの弁」が何度も述べられたことは、北島先生が ISS/
SIC にとっていかに大きな存在であったかを示すものでした。
　このクラクフにおいて、今野先生の後任として Fichera 先生が ISDS 会
長にご就任され、同時に私は馬場秀夫先生とともに副会長のご指名をいた
だきました。私の役割は、次回マレーシアで開催される WCS/ISW の運
営をサポートするとともに、ISDS の会員を増やすことです。国を隔てて
会員数を増やすことは容易なことではありませんが、まずは ISDS の概要、
次期マレーシアの WCS/ISW を紹介するパンフレットや宣伝用のスライ
ド（図）を作り、各国役員の皆様に使用していただくことから始めました。
ISDS における日本のプレゼンスを確固たるものにするためにも、この
ニューズレターをお読みいただく日本の皆様に入会をお願いする次第で
す。次回 2021 年にマレーシア・クアラルンプールで開催予定の WCS/
ISW は、コロナ禍のため 2022 年 8 月 28 日か〜９月１日に延期されました。
パンデミックを克服し、皆様とともにマレーシアの夏をエンジョイできる
ことを願っております。

INTERNATIONAL SOCIETY OF SURGERY (ISS) 

SOCIÉTÉ INTERNATIONALE DE CHIRURGIE (SIC)

Ｊｏｉｎ

INTERNATIONAL SOCIETY
FOR DIGESTIVE SURGERY

 

Alessandro Fichera, MD, FACS, FASCRS 

President of ISDS 

International conference of ISDS is held every other year. 
International Surgical Week 2021 - the World's Congress of Surgery - the 49th Congress of the International 
Society of Surgery (ISS/SIC) will be held in Kuala Lumpur, Malaysia August 29 to September 2, 2021. 

The International Society for Digestive Surgery (ISDS) provides its members so many benefits. 
1. Exclusive meeting benefits; Considerable discounts on registration fee for the World’s Congress of Surgery
2. Subscription and exclusive benefits to publications.  World Journal of Surgery, Annals of Surgical Oncology, … etc.

3. And more benefits…. Please visit our website.  https://www.cicd-isds.org/membership. 

To be a member of ISDS, you should be a 

member of ISS-ISC and choose subspecialty of 

ISDS with additional 25 USD. 
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